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究を展開するとともに，発生工学，in vivo RI 分子イメージング，質量分析，マイクロアレイ，DNA
シークエンス，NMR 解析などの先端技術を用いた研究支援を行う。③動物実験，RI 実験，遺伝子
組換え実験の生命工学トレーニングコースを開催して学内外に基礎・応用実験技術の普及を図ると
ともに，学内外において講習会を開催してこれらの安全管理・教育に主導的な役割を果たす。の以
上３つの重要な役割があります。特に，②，③については，本学の方針に沿って，学際センター一
同力を合わせて，取り組んでいきたいと考えております。 
学際センターを利用されている教員・学生の皆様方には，是非，学際センターが持つ，各施設の
設備機器，専門技術，専門知識をご利用頂き，本学が目指す優れた先進的・独創的研究の推進に貢
献していただきたいと考えております。 
最後に，学際センターでは，最近，アイソトープ総合研究施設の改修工事や実験動物研究施設の
マウス自動給水式高密度飼育装置の導入などにより，施設利用の停止や利用制限等，利用者の皆様
方には大変なご迷惑並びにご不便をおかけして，大変申し訳なく思っております。これらは国の補
正予算により，実施されたものであり，それぞれの必要性・重要性が認められたものと思い，本学
の教育研究に，より一層貢献出来るように努めていきたいと考えております。また，今後も，アイ
ソトープ理工系研究施設の排気・排水設備を含めた改修工事や遺伝子施設の改修工事，特に，感染
動物室の空調設備更新などは，いずれも，壊れたとたんに，法令違反となり，使用停止となります。
これらの件については，学際センターとして，全力を挙げて取り組んでいきたいと考えております。
その際には，皆様方のご支援，ご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 
  
